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岩手医科大学歯学会第15回総会抄録

日時：平成元年11月25日（土）午前9時

会場：岩手医科大学歯学部講堂

演題1．マウスの行動量に与える薬用人参の影響

○高　橋　栄　司

岩手医科大学歯学部内科

　特殊老人施設入所者12名（男女各6名，平均年齢

75±9歳）に，薬用人参（紅参）1．5g／日を長期間

投与し，洗面，食事の様子から，気くばり，表情など

の16項目を観察・チェックして，日常の生活能力の

改善にっいて調査を行った。その結果，あらゆる項

目に一応の改善が認められた。そこで，高齢者の紅

参服用による日常生活の活発化を動物実験で証明す

る目的で実験を行った。

［対象と方法］　7週齢のJc　1マウスを用いた。紅

参投与は2％および0．5％紅参含有飼料で行った。行

動量の測定はコロンバス社のAutorexを用い，行動

量は20分間のカウント数／匹で表現した。

［結　果］　紅参投与群マウスで飼育後行動の活発

化が観察され，15から20週での測定で有意に行動の

増加が認められた。また闘争行動による擦過傷がみ

られた。そこで0．5％紅参含有飼料に変更した。10週

後の測定でいったん行動量に有意差はなくなったが，

その後の約20週での測定でまた紅参投与群で有意に

行動量の増加が認められた。

［結　語］　紅参投与によりマウスの行動量の増加

が認められた。紅参には自律神経失調の諸症状を改

善するほか，身体的運動能力をも向上させる作用が

あると考えられる。

演題2．有限要素法の歯学への応用について

　　　　（第一報　歯槽周辺の応力分布への歯根膜

　　　　の効果）

○亀田　　務，桂　　啓文，坂井　　諭

岩手医科大学歯学部歯科理工学講座

有用性が立証されてから他の工学分野へ次々と応用

されるようになった手法である。この方法の特徴は，

従来の解析法では不可能に近い複雑な構造物の力学

特性を解析できる事にある。その特徴は，構造物を

多くの要素に分割し，要素毎の変形，応力を計算し

て合成して全体のそれを求める事にある。その為に

は，膨大な数の行列式を解かねばならないが，ここ

でコンピュータの計算速度の早い特性が遺憾無く発

揮されるのである。そして，今日では航空機のみで

なく大型で複雑な形状の構造物の設計に数多く利用

されるようになった。しかし，今まで歯学領域で有

限要素法を利用した研究報告は，2次元のモデルを用

いた報告が殆どである。その理由は，小型で容量の

大きいコンピュータが無かった事と大型で複雑な3

次元の構造物へ適用出来るプログラムが無かった事

にある。今度我々が入手できたソフトはこの様な欠

点の無い3次元構造体向きのプログラムで，使用し

たパソコンもミニコン以上の計算速度と容量を持っ

機種で，複雑な形状や負荷条件でも充分に解析可能

なものである。今回は手初めとして，歯冠部に加え

た負荷による歯槽周辺の応力が歯根膜の有無で如何

に変化するかに付いて実験では入手不可能な解析デー

タを報告して有限要素法の有用性を紹介する。今回

のデータは，加えた負荷も1種類で簡単なものであ

るが，要素の各方向の応力成分のデータも入手され

ており，また複雑な負荷条件についても解析可能で

一部のケースにっいては計算済みで追々と報告する

予定である。

　今後は修復物の設計用データや生体の力学特性の

解析にも役立てたいと考えており，病理組織との相

関，臨床データとの関連についても追及してゆきた

いと考えている。

演題3．トンガ人食生態の近代化に伴う口腔疾患へ

　　　　の影響に関する研究

　　　　一トンガ，ニュージーランドにおける

　　　　野外調査の概要一

有限要素法は，航空機の設計用に開発され，その ○亀谷　哲也，中野　廣一
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岩手医科大学歯学部歯科矯正学講座

　歯科疾患発症の原因のほとんどは，個人の食行動

と直接的，あるいは間接的に高い関連性がある。演

者らはこのことに関して，食生態の変化が急速に進

行しているトンガ王国を対象に，食行動と歯科疾患

の両面から1983年以降3回調査を行ってきた。

1983年は，成人，学童を，1988年は乳幼児を対象とし，

1989年は，先進諸国に定住したトンガ人と比較する

ため，調査対象国にニュージーランドを加え，2力国

で調査を行った。今回の報告では小学校における診

査結果の概要にっいて行った。1989年の対象者数は

小学校低学年が158名，高学年は134名の合計292名で

ある。

結果：ニュージーランドと，トンガを，各疾患ごと

に対比させてみると，鰭蝕，不正咬合で両国の間に

著しい差が認められた。とくに顧蝕有病者率は低学

年ではニュージーランド77．6％に対して，トンガ離

島は18．2％で，約60％の差があり，高学年においても

64．2，35．8％と約30％の差となっていた。この傾向は

鯖歯率（低学年：12、8，0．8％，高学年：7．4，3．3％），

1人平均未処置麟歯数（低学年：3．0，0．2歯，高学年：

2．0，0．8歯）でも現れていた。歯肉炎は，炎症が歯冠

乳頭部に限局したものから辺縁歯肉まで進行してい

るものがほとんどで，低学年では66．0％，72．8％と，

トンガのほうが多く，高学年では差は認められなかっ

た。この年代の歯肉炎は，歯の汚れとの関連が高く，

今後食行動の調査結果との照合が必要である。

　不正咬合はニュージーランド（低学年：51．0，高

学年：53．1％）より，トンガ離島（低学年：27．3，高

学年：37．7％）が少なく，不正要因のうち不調和型

は低学年は，38．8，27．3％で約10％，高学年では40．7，

34．0％で約7％の差となっていた。以上のことから

ニュージーランドでは，都市型の歯科疾患のパター

ンを示していることが認あられた。一方，トンガ離

島の結果を1983年のものと比較すると，高学年では，

歯肉炎の頻度，不正咬合の頻度，不調和型要因の頻

度のいずれも増加の傾向を示しており，トンガ全体

の近代化への影響が食生態へ及んでいることは明ら

かであると思われた。

演題4．血液透析患者の歯科疾患の状況にっいて

○松丸健三郎，中林　良行’，近江　浩昭

　白戸　　裕
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岩手医科大学歯学部保存学第二講座

仙北組合総合病院歯科＊

　近年，血液透析患者の増加にともない，透析療法

を無理なく長期にわたり良好に続けるために栄養補

給をおこなう器官の一っとして口腔の役割があらた

めて重要視されてきている。我々は血液透析患者30

名にっいて，この栄養を間接的に妨げており，また，

感染症の一因とも考えられている歯の疾患の状態と

歯周疾患の罹患状態にっいて調査した。

　被験者は秋田県大曲市の仙北組合総合病院で最短

4ヵ月～最長13年7カ月までにわたり透析をうけて

いる26～77歳の男性18名，女性12名の計30名である。

これら30名を便宜上，26～39，40～59，60～77歳の3

群に分類した。歯の疾患にっいては，健全歯，未処

置歯，処置歯，喪失歯を調べ，年齢群ごとに男女をま

とめて，一人平均現在歯数と一人平均喪失歯数を算

出した。なお，算出にあたり，第三大臼歯は萌出や

喪失の判定が困難なたあ除外した。一人平均現在歯

数にっいては，総数は，加齢的に減少し，60～77歳で

は，10．6本である。健全歯と未処置歯は加齢的に減

少をしめし，健全歯は60～77歳では，26～39歳に比

較して50％以上の減少をしめしている。処置歯は26

～39歳で1．2本で40～59歳で0．5本である。一人平均

喪失歯数では，40～59歳で5．6，26～39歳の13．7に比

較して約1．5倍増加しており，一人の総歯数28本の約

50％近くにたっしていた。歯周疾患の罹患状態にっ

いては，CPITNを用いて部分法で調査し，有病者率

と一人平均有病分画数，および要治療度を算出した。

どの年齢群でも100％に歯周組織に異常がみられ，浅

いポケットは26～39歳を最高に加齢的に減少し，一

方，深いポケットは，40～59歳からみられ，60～77歳

ではかなり減少している。要治療度は各年齢群とも

口腔清掃指導，歯石除去は必要であるが，複雑な治

療は，40～59歳から急激に増加し，その後は減少し

ている。20歳代後半からの歯周疾患に対する口腔保

健活動の必要性が示唆された。

演題5．3歳児願蝕有病状況の地域格差と地域分析

○高橋　文恵，長田　公子，芳賀　芳人

　橋本　泰乃，加藤　潤子，緒方　　出

　片山　　剛

岩手医科大学歯学部口腔衛生学講座


